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   Ｃ０８Ｋ   3/22     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｂ３２Ｂ   27/36     　　　　
   Ｂ４２Ｄ   25/21     　　　　
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   Ｃ０８Ｌ   67/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和3年4月28日(2021.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の表面および第２の表面を有するポリマーインレイ層を含み、ポリマーインレイ層
の第１の表面上に配置された第１の多層フィルムをさらに含み、前記第１の多層フィルム
上に配置された第１のポリマーオーバーレイ層をさらに含み、層の順序が、ポリマーイン
レイ層、第１の多層フィルムおよび第１のポリマーオーバーレイ層である多層カードであ
って、前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、
第１および任意選択の第２のヒートシール性コポリエステル層それぞれのコポリエステル
（ＣＰA）が、独立に、脂肪族ジオールおよび脂環式ジオールならびに少なくとも１種の
芳香族ジカルボン酸に由来する非晶質コポリエステル（ＡＣＰA）から選択され、かつ／
または
前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づいて少なくとも
約１０質量％の量でコポリエステル（ＣＰB）をさらに含み、コポリエステル（ＣＰB）が
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、ポリエーテルセグメントを含まない、多層カード。
【請求項２】
　前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、第１および任意選択の第２のヒートシール性コポリエステル層それぞれのコポリ
エステル（ＣＰA）が、独立に、脂肪族ジオールおよび脂環式ジオールならびに少なくと
も１種の芳香族ジカルボン酸に由来する非晶質コポリエステル（ＡＣＰA）から選択され
、
好ましくは、前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づい
て少なくとも約１０質量％の量でコポリエステル（ＣＰB）をさらに含む、
請求項１に記載の多層カード。
【請求項３】
　前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づいて少
なくとも約１０質量％の量でコポリエステル（ＣＰB）をさらに含む、請求項１に記載の
多層カード。
【請求項４】
　（ｉ）前記第１および第２のヒートシール性の層（Ａ１）および（Ａ２）のコポリエス
テル（ＣＰA）が、独立に、１種の芳香族ジカルボン酸、１種の脂肪族グリコール、およ
び１種の脂環式グリコールのみを含むコポリエステルから選択され、好ましくはテレフタ
ル酸、エチレングリコールおよび１，４－シクロヘキサンジメタノールに由来するコポリ
エステルから選択され、好ましくは、脂環式ジオール対脂肪族ジオールのモル比が、３０
：７０から３５：６５の範囲である、請求項１から３までのいずれか１項に記載の多層カ
ード、又は
（ｉｉ）前記第１および任意選択の第２のヒートシール性の各層（Ａ１）および（Ａ２）
のコポリエステル（ＣＰA）が、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸
および脂肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエステル（Ｉ－ＣＰA）から
選択される、請求項３に記載の多層カード。
【請求項５】
　第１の表面および第２の表面を有するポリマーインレイ層を含み、ポリマーインレイ層
の第１の表面上に配置された第１の多層フィルムをさらに含み、前記第１の多層フィルム
上に配置された第１のポリマーオーバーレイ層をさらに含み、層の順序が、ポリマーイン
レイ層、第１の多層フィルムおよび第１のポリマーオーバーレイ層である多層カードであ
って、前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
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ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、第１および任意選択の第２のヒートシール性コポリエステル層それぞれのコポリ
エステル（ＣＰA）が、独立に、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸
および脂肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエステル（Ｉ－ＣＰA）から
選択され、
前記第１の多層フィルムが、２２７～２３５℃の範囲の温度でヒートセットすることを含
む方法によって得られる、
多層カード。
【請求項６】
　前記コポリエステル（ＣＰA）が、テレフタル酸、イソフタル酸およびエチレングリコ
ールに由来するコポリエステルから選択され、好ましくは、前記イソフタル酸が、前記コ
ポリエステルの酸分画の約１０～約２０ｍｏｌ％または約１５～約２０ｍｏｌ％または約
１０～約１５ｍｏｌ％の量で存在する、請求項４（ｉｉ）または５に記載の多層カード。
【請求項７】
　前記ベース層の結晶性ポリエステル（ＰB）が、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
）およびポリエチレン２，６－ナフタレート（ＰＥＮ）から選択される、請求項１から６
までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項８】
　前記ポリエステルベース層が、１種または複数の芳香族ジカルボン酸ならびに脂肪族ジ
オールおよび脂環式ジオールから選択される１種または複数のジオール、ならびに任意選
択で１種または複数の脂肪族ジカルボン酸からなる反復単位に由来するコポリエステルＣ
ＰBを含み、好ましくは前記コポリエステルが、（ｉ）第１の芳香族ジカルボン酸、第２
の芳香族ジカルボン酸および脂肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエステ
ルと、（ｉｉ）芳香族ジカルボン酸、脂肪族グリコールおよび脂環式グリコールからなる
反復単位に由来するコポリエステルとから選択される、例えばコポリエステルＣＰBが、
（ｉ）テレフタル酸、イソフタル酸およびエチレングリコールからなる反復単位に由来す
るコポリエステルであって、好ましくは前記イソフタル酸が、前記コポリエステルの酸分
画の約１０～約２０ｍｏｌ％または約１５～約２０ｍｏｌ％または約１０～約１５ｍｏｌ
％の量で存在する、コポリエステルと、（ｉｉ）テレフタル酸、エチレングリコールおよ
び１，４－シクロヘキサンジメタノールからなる反復単位に由来するコポリエステルであ
って、好ましくは１，４－シクロヘキサンジメタノール対エチレングリコールのモル比が
、３０：７０から３５：６５の範囲である、コポリエステルとから選択される、請求項１
から７までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項９】
　コポリエステルＣＰBが、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づいて、約７５質量％以下
、好ましくは少なくとも約２０質量％、好ましくは少なくとも約３０質量％、好ましくは
少なくとも約３５質量％の量で前記ベース層中に存在し、かつ／または前記コポリエステ
ルＣＰBが、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸および脂肪族グリコ
ールからなる反復単位に由来し、前記ポリエステルベース層中の前記第２の芳香族ジカル
ボン酸の総量が、前記ベース層の総質量に対して約３～約１５質量％である、請求項１か
ら８までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項１０】
　前記ポリエステルベース層が、コポリエステルエーテルを、好ましくは前記ポリエステ
ルベース層の総質量に対して約０．２～約１０質量％の量でさらに含み、
前記コポリエステルエーテルは、少なくとも１種のポリエステルブロックおよび少なくと
も１種のポリエーテルブロックを含んでもよく、この場合、ポリエステル：ポリエーテル
の比は、前記コポリエステルエーテルの２５～５５：４５～７５質量％の範囲であり、お
よび／または
前記コポリエステルエーテルは、少なくとも１種の、アルキレンテレフタレートのポリエ
ステルブロック、並びに、ポリ（エチレンオキシド）グリコール、ポリ（プロピレンオキ
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シド）グリコールおよびポリ（テトラメチレンオキシド）グリコールから選択されるポリ
（アルキレンオキシド）グリコールであるポリエーテルブロックを少なくとも含んでもよ
い、請求項１から９までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項１１】
　前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、配向され、好ましくは二軸配向され、かつ／また
は前記第１のヒートシール性の層および任意選択の第２のヒートシール性の層が非晶質で
ある、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項１２】
　前記第１の多層フィルムが、共押出された多層フィルムである、請求項１から１１まで
のいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項１３】
　前記第１の多層フィルムが、不透明であり、好ましくは少なくとも１．０の透過光学濃
度（ＴＯＤ）を示す、および／または
前記第１の多層フィルムが、白色であり、好ましくは少なくとも８５の白色度を示し、か
つ／または前記第１の多層フィルムが、９２．００超のＬ＊値、－２．００から－０．５
０の範囲のａ＊値、および－４．００から－１．００の範囲のｂ＊値を示す、請求項１か
ら１２までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項１４】
　前記二酸化チタンが、ルチル形二酸化チタンである、請求項１から１３までのいずれか
１項に記載の多層カード。
【請求項１５】
　前記ベース層中の二酸化チタンの量が、前記ポリエステル層の総質量に対して、約１０
～約１５質量％の範囲である、請求項１から１４までのいずれか１項に記載の多層カード
。
【請求項１６】
　（ｉ）前記二酸化チタン粒子が、有機コーティングによってコーティングされ、好まし
くは前記有機コーティングが、シランを含まず、またはシランに由来せず、好ましくは前
記有機コーティングが、ポリシロキサンではない、またはポリシロキサンを含まず、前記
有機コーティングが、ポリマー有機コーティングであってもよく、または前記有機コーテ
ィングが、有機リン化合物であってもよく、および／または
（ｉｉ）前記二酸化チタン粒子が、アルキルホスホン酸またはアルキルホスホン酸エステ
ルでコーティングされ、前記アルキルホスホン酸が、６～２２個の炭素原子を含み、前記
アルキルホスホン酸またはそのエステルが、式Ｐ（Ｒ）（＝Ｏ）（ＯＲ1）（ＯＲ2）［式
中、Ｒが、６～２２個の炭素原子を含むアルキル基またはシクロアルキル基であり、Ｒ1

およびＲ2がそれぞれ、水素、アルキル基、シクロアルキル基、アリール基またはアラル
キル基である］を有してもよく、例えばＲ1およびＲ2が、独立に、水素および最大１０個
の炭素原子を含むヒドロカルビル基から選択され、好ましくはＲ1およびＲ2が水素である
、および／または
前記アルキルホスホン酸のアルキル基またはＲが、６～１４個の炭素原子を含み、直鎖ア
ルキル基である、および／または
前記アルキルホスホン酸またはそのエステルが、ｎ－オクチルホスホン酸およびそのエス
テル、ｎ－デシルホスホン酸およびそのエステル、２－エチルヘキシルホスホン酸および
そのエステル、ならびにカンフィルホスホン酸およびそのエステルから選択される、請求
項１から１５までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項１７】
　前記有機コーティングが、ポリマー有機コーティングであり、前記二酸化チタン粒子が
、ポリマー多塩基酸またはその塩を含む分散剤の存在下で、前記二酸化チタン粒子の等電
点より高いｐＨ値（好ましくは７超、好ましくは９～１１のｐＨ）で水中に二酸化チタン
粒子を分散させて、変更された等電点を有する粒子を生成し；分散体のｐＨを９未満だが
前記粒子の変更された等電点より高い値に調整し；こうして生成された分散体の存在下で



(5) JP 2020-519512 A5 2021.7.26

、１種または複数のエチレン性不飽和モノマーを重合し、前記二酸化チタン粒子を、重合
したモノマーでコーティングすることによって得られる、請求項１６（ｉ）に記載の多層
カード。
【請求項１８】
　（ｉ）前記コーティングされた二酸化チタン粒子が、ポリマー多塩基酸またはその塩を
含む分散剤から形成されるコヒーレント内部コーティングと、１種または複数のエチレン
性不飽和モノマーの重合によって形成される外部コーティングとを含み、または
（ｉｉ）前記コーティングされた二酸化チタン粒子が、１種または複数のエチレン性不飽
和モノマーの重合によって形成されるポリマーコーティングを含み、ポリマー多塩基酸ま
たはその塩を含む分散剤が、重合中に前記ポリマーコーティング中に取り込まれる、請求
項１６（ｉ）または１７に記載の多層カード。
【請求項１９】
　前記ポリマー多塩基酸が、ポリスルホン酸、ポリホスホン酸およびポリカルボン酸から
選択され、好ましくはポリカルボン酸またはその塩から選択される、および／または
前記ポリマー多塩基酸が、塩の形態であり、前記酸が、部分的もしくは完全に中和され、
かつ／または前記塩が、アルカリ金属塩もしくはアンモニウム塩である、請求項１７また
は１８に記載の多層カード。
【請求項２０】
　前記ポリマー多塩基酸が、リグノスルホネート、石油スルホネートおよびポリ（４－ス
チレンスルホン酸ナトリウム）を含むポリ（スチレンスルホネート）から選択されるポリ
スルホン酸から選択される、または前記ポリマー多塩基酸が、ポリマレイン酸、ポリアク
リル酸、置換アクリル酸ポリマー、２－アクリルアミド、２－メチルプロパンスルホン酸
を含むアクリル酸とスルホン酸誘導体のコポリマーを含むアクリルコポリマーから選択さ
れる、請求項１９に記載の多層カード。
【請求項２１】
　分散剤の量が、前記二酸化チタン粒子の約０．０５～約５．０質量％、好ましくは約０
．１～約１．０質量％である、および／または
前記エチレン性不飽和モノマーが、水性溶媒中で重合可能であり、好ましくは生成された
ポリマーが、水中に不溶性であり、架橋剤によって架橋されていてもよく、および／また
は
前記エチレン性不飽和モノマーが、重合性不飽和基を含む脂肪族および芳香族化合物から
選択され、好ましくは前記重合性不飽和基が、不飽和カルボン酸および不飽和カルボン酸
エステルから選択される、および／または
前記エチレン性不飽和モノマーが、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、マレイン酸
またはその無水物、フマル酸およびクロトン酸から選択される酸性モノマー、ならびにメ
チルアクリレート、エチルアクリレート、メチルメタクリレート、ブチルアクリレートお
よびエチルメタクリレートを含む前記酸性モノマーのエステルであり、好ましくは前記エ
チレン性不飽和モノマーが、スチレン、ビニルトルエン、アルファメチルスチレン、エチ
レン、酢酸ビニル、塩化ビニル、アクリロニトリル、およびフッ素化アルケン、フッ素化
エーテル、フッ素化アクリル酸およびメタクリル酸ならびにこれらのエステルならびにフ
ッ素化複素環式化合物を含むフッ素化モノマーから選択され、好ましくは前記エチレン性
不飽和モノマーが、不飽和カルボン酸および不飽和カルボン酸エステルから選択され、好
ましくはメチルアクリレート、エチルアクリレート、ブチルアクリレート、ブチルメタク
リレート、酢酸ビニルおよびビニルイソブチルエーテルから選択される、および／または
前記ポリマー有機コーティングが、好ましくは１種または複数の架橋剤の存在によって、
架橋され、好ましくは、前記架橋剤が、二官能性および多官能性エチレン性不飽和モノマ
ーから選択され、好ましくはエチレングリコールジメタクリレート、エチレングリコール
ジアクリレート、アリルメタクリレート、アリルアクリレート、１，３－ブタンジオール
ジアクリレート、ジビニルベンゼンおよび１，３－ブタンジオールジメタクリレートから
選択され、好ましくは、前記架橋剤の量が、前記エチレン性不飽和モノマーの総質量に基
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づいて、約１質量％～約２０質量％、好ましくは約１質量％～約１０質量％である、請求
項１７から２０までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項２２】
　前記有機コーティングが、前記二酸化チタンの約０．１～約２００質量％、好ましくは
約０．１～約１００質量％、約０．５～約１００質量％、約２．０～約２０質量％の量で
存在する、および／または
二酸化チタン粒子対有機コーティングの体積比が、体積によって１：１から１：２５、好
ましくは１：２から１：８である、および／または
有機コーティングによってコーティングされた前記被覆二酸化チタン粒子が、０．１５～
０．２５μｍの範囲の体積分布中央一次粒径を有する、請求項１６から２１までのいずれ
か１項に記載の多層カード。
【請求項２３】
　前記二酸化チタン粒子が無機コーティングを有し、有機コーティングが存在する場合に
は、前記無機コーティングを有する二酸化チタン粒子上に前記有機コーティングが存在す
る、請求項１から２２までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項２４】
　前記ポリエステルベース層（Ｂ）の厚さが、１００～３５０μｍの範囲であり、前記第
１および第２のヒートシール性の各層（Ａ１）および（Ａ２）の厚さが、約０．５～約５
０μｍの範囲であり、前記ポリエステルベース層（Ｂ）の厚さが、前記第１および第２の
ヒートシール性の各層（Ａ１）および（Ａ２）の厚さより厚い、請求項１から２３までの
いずれか１項に記載の多層カード。
【請求項２５】
　前記第１の多層フィルムが、以下の特性：
（ｉ）少なくとも２５０％の、前記フィルムの縦および横方向それぞれにおける破断伸び
（ＥＴＢ）と、
（ｉｉ）少なくとも５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも１０Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なく
とも１５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも２５Ｎ／ｃｍの、１００μｍの非被覆ＰＶＣオ
ーバーレイフィルムに対する剥離抵抗と
のうちの少なくとも１つ、好ましくは全てを示す、請求項１から２４までのいずれか１項
に記載の多層カード。
【請求項２６】
　前記第１の多層フィルムが、少なくとも５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも１０Ｎ／ｃ
ｍ、好ましくは少なくとも１５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも２５Ｎ／ｃｍの、１００
μｍの非被覆ＰＶＣオーバーレイフィルムに対する剥離抵抗を示す、請求項１から２５ま
でのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項２７】
　前記ポリマーインレイ層の第２の表面上に配置される第２の多層フィルムをさらに含み
、層の順序が、第２のポリマーオーバーレイ層、第２の多層フィルム、ポリマーインレイ
層、第１の多層フィルムおよび第１のポリマーオーバーレイ層であるように、前記第２の
多層フィルム上に配置された第２のポリマーオーバーレイ層をさらに含んでもよく、前記
第２の多層フィルムが、請求項１から４６までのいずれか１項に記載の第１の多層フィル
ムの規定によるフィルムであり、前記第１および第２の多層フィルムが、互いに同一であ
っても異なっていてもよく、好ましくは前記第２の多層フィルムが、前記第１の多層フィ
ルムと同一であり、好ましくは前記第２のポリマーオーバーレイ層が、前記第１のポリマ
ーオーバーレイ層と同一である、請求項１から２６までのいずれか１項に記載の多層カー
ド。
【請求項２８】
　前記ポリマーインレイ層と前記多層フィルムとの間に介在接着剤層が存在しない、およ
び／または
ポリマーオーバーレイ層と前記多層フィルムとの間に介在接着剤層が存在しない、請求項
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１から２７までのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項２９】
　前記ポリマーインレイ層および前記ポリマーオーバーレイ層が、独立に、ポリエステル
、ポリカーボネート、ポリオレフィン、ＰＶＣ、ＡＢＳおよび紙から選択され、好ましく
はＰＶＣから選択される、および／または
前記ポリマーオーバーレイ層が、光学的に透明である、請求項１から２８までのいずれか
１項に記載の多層カード。
【請求項３０】
　前記多層カードが、２５０～８５０μｍの範囲の厚さを有する、請求項２７から２９ま
でのいずれか１項に記載の多層カード。
【請求項３１】
　（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含むポリエステルベース層（Ｂ）であって、前記
ベース層の総質量に対して約１～約３０質量％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエス
テルベース層（Ｂ）と、
　（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性
コポリエステル層（Ａ１）と、
　（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２の
ヒートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含む多層フィルムであって、
前記第１および任意選択の第２のヒートシール性の各コポリエステル層のコポリエステル
（ＣＰA）が、独立に、脂肪族ジオールおよび脂環式ジオールならびに少なくとも１種の
芳香族ジカルボン酸に由来する非晶質コポリエステル（ＡＣＰA）から選択され、前記ポ
リエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づいて少なくとも約２０
質量％の量のコポリエステル（ＣＰB）をさらに含み、コポリエステル（ＣＰB）が、ポリ
エーテルセグメントを含まず、
請求項４または請求項４に従属する請求項６から２６までのいずれか１項に従ってさらに
規定されてもよい、多層フィルム。
【請求項３２】
　（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含むポリエステルベース層（Ｂ）であって、前記
ベース層の総質量に対して約１～約３０質量％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエス
テルベース層（Ｂ）と、
　（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性
コポリエステル層（Ａ１）と、
　（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２の
ヒートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含む多層フィルムであって、
前記第１および任意選択の第２のヒートシール性の各コポリエステル層のコポリエステル
（ＣＰA）が、独立に、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸および脂
肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエステル（Ｉ－ＣＰA）から選択され
、
前記多層フィルムが、２２７～２３５℃の範囲の温度でヒートセットすることを含む方法
によって得られ、
請求項６から２６までのいずれか１項に従ってさらに規定されてもよい、多層フィルム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
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【表１】

　次に、本発明のまた別の好ましい態様を示す。
１．　第１の表面および第２の表面を有するポリマーインレイ層を含み、ポリマーインレ
イ層の第１の表面上に配置された第１の多層フィルムをさらに含み、前記第１の多層フィ
ルム上に配置された第１のポリマーオーバーレイ層をさらに含み、層の順序が、ポリマー
インレイ層、第１の多層フィルムおよび第１のポリマーオーバーレイ層である多層カード
であって、前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、第１および任意選択の第２のヒートシール性コポリエステル層それぞれのコポリ
エステル（ＣＰA）が、独立に、脂肪族ジオールおよび脂環式ジオールならびに少なくと
も１種の芳香族ジカルボン酸に由来する非晶質コポリエステル（ＡＣＰA）から選択され
、かつ／または前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づ
いて少なくとも約１０質量％の量でコポリエステル（ＣＰB）をさらに含む、多層カード
。
２．　前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、第１および任意選択の第２のヒートシール性コポリエステル層それぞれのコポリ
エステル（ＣＰA）が、独立に、脂肪族ジオールおよび脂環式ジオールならびに少なくと
も１種の芳香族ジカルボン酸に由来する非晶質コポリエステル（ＡＣＰA）から選択され
、
好ましくは、前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づい
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て少なくとも約１０質量％の量でコポリエステル（ＣＰB）をさらに含む、
上記１に記載の多層カード。
３．　前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づいて少
なくとも約１０質量％の量でコポリエステル（ＣＰB）をさらに含む、上記１に記載の多
層カード。
４．　前記第１および第２のヒートシール性の層（Ａ１）および（Ａ２）のコポリエステ
ル（ＣＰA）が、独立に、１種の芳香族ジカルボン酸、１種の脂肪族グリコール、および
１種の脂環式グリコールのみを含むコポリエステルから選択され、好ましくはテレフタル
酸、エチレングリコールおよび１，４－シクロヘキサンジメタノールに由来するコポリエ
ステルから選択され、好ましくは、脂環式ジオール対脂肪族ジオールのモル比が、３０：
７０から３５：６５の範囲である、上記１から３までのいずれか１項に記載の多層カード
。
５．　前記第１および任意選択の第２のヒートシール性の各層（Ａ１）および（Ａ２）の
コポリエステル（ＣＰA）が、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸お
よび脂肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエステル（Ｉ－ＣＰA）から選
択される、上記３に記載の多層カード。
６．　第１の表面および第２の表面を有するポリマーインレイ層を含み、ポリマーインレ
イ層の第１の表面上に配置された第１の多層フィルムをさらに含み、前記第１の多層フィ
ルム上に配置された第１のポリマーオーバーレイ層をさらに含み、層の順序が、ポリマー
インレイ層、第１の多層フィルムおよび第１のポリマーオーバーレイ層である多層カード
であって、前記第１の多層フィルムが、
（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含み、ベース層の総質量に対して約１～約３０質量
％の量で二酸化チタンをさらに含むポリエステルベース層（Ｂ）と、
（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性コ
ポリエステル層（Ａ１）と、
（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２のヒ
ートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含み、第１および任意選択の第２のヒートシール性コポリエステル層それぞれのコポリ
エステル（ＣＰA）が、独立に、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸
および脂肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエステル（Ｉ－ＣＰA）から
選択され、
前記第１の多層フィルムが、２２５℃超、好ましくは２２７～２３５℃の範囲の温度でヒ
ートセットすることを含む方法によって得られる、
多層カード。
７．　前記コポリエステル（ＣＰA）が、テレフタル酸、イソフタル酸およびエチレング
リコールに由来するコポリエステルから選択され、好ましくは、前記イソフタル酸が、前
記コポリエステルの酸分画の約１０～約２０ｍｏｌ％または約１５～約２０ｍｏｌ％また
は約１０～約１５ｍｏｌ％の量で存在する、上記５または６に記載の多層カード。
８．　前記ベース層の結晶性ポリエステル（ＰB）が、ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）およびポリエチレン２，６－ナフタレート（ＰＥＮ）から選択される、上記１から
７までのいずれか１項に記載の多層カード。
９．　前記ポリエステルベース層が、１種または複数の芳香族ジカルボン酸ならびに脂肪
族ジオールおよび脂環式ジオールから選択される１種または複数のジオール、ならびに任
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意選択で１種または複数の脂肪族ジカルボン酸からなる反復単位に由来するコポリエステ
ルＣＰBを含み、好ましくは前記コポリエステルが、（ｉ）第１の芳香族ジカルボン酸、
第２の芳香族ジカルボン酸および脂肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエ
ステルと、（ｉｉ）芳香族ジカルボン酸、脂肪族グリコールおよび脂環式グリコールから
なる反復単位に由来するコポリエステルとから選択される、上記１から８までのいずれか
１項に記載の多層カード。
１０．　コポリエステルＣＰBが、（ｉ）テレフタル酸、イソフタル酸およびエチレング
リコールからなる反復単位に由来するコポリエステルであって、好ましくは前記イソフタ
ル酸が、前記コポリエステルの酸分画の約１０～約２０ｍｏｌ％または約１５～約２０ｍ
ｏｌ％または約１０～約１５ｍｏｌ％の量で存在する、コポリエステルと、（ｉｉ）テレ
フタル酸、エチレングリコールおよび１，４－シクロヘキサンジメタノールからなる反復
単位に由来するコポリエステルであって、好ましくは１，４－シクロヘキサンジメタノー
ル対エチレングリコールのモル比が、３０：７０から３５：６５の範囲である、コポリエ
ステルとから選択される、上記１から９までのいずれか１項に記載の多層カード。
１１．　コポリエステルＣＰBが、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づいて、約７５質量
％以下、好ましくは少なくとも約２０質量％、好ましくは少なくとも約３０質量％、好ま
しくは少なくとも約３５質量％の量で前記ベース層中に存在し、かつ／または前記コポリ
エステルＣＰBが、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸および脂肪族
グリコールからなる反復単位に由来し、前記ポリエステルベース層中の前記第２の芳香族
ジカルボン酸の総量が、前記ベース層の総質量に対して約３～約１５質量％である、上記
１から１０までのいずれか１項に記載の多層カード。
１２．　前記ポリエステルベース層が、コポリエステルエーテルを、好ましくは前記ポリ
エステルベース層の総質量に対して約０．２～約１０質量％の量でさらに含む、上記１か
ら１１までのいずれか１項に記載の多層カード。
１３．　前記コポリエステルエーテルが、少なくとも１種のポリエステルブロックおよび
少なくとも１種のポリエーテルブロックを含み、ポリエステル：ポリエーテルの比が、前
記コポリエステルエーテルの２５～５５：４５～７５質量％の範囲である、上記１２に記
載の多層カード。
１４．　前記コポリエステルエーテルが、少なくとも１種の、アルキレンテレフタレート
のポリエステルブロックを含み、前記コポリエステルエーテルが、ポリ（エチレンオキシ
ド）グリコール、ポリ（プロピレンオキシド）グリコールおよびポリ（テトラメチレンオ
キシド）グリコールから選択されるポリ（アルキレンオキシド）グリコールであるポリエ
ーテルブロックを少なくとも含む、上記１２または１３に記載の多層カード。
１５．　前記ポリエステルベース層（Ｂ）が、配向され、好ましくは二軸配向され、かつ
／または前記第１のヒートシール性の層および任意選択の第２のヒートシール性の層が非
晶質である、上記１から１４までのいずれか１項に記載の多層カード。
１６．　前記第１の多層フィルムが、共押出された多層フィルムである、上記１から１５
までのいずれか１項に記載の多層カード。
１７．　前記第１の多層フィルムが、不透明であり、好ましくは少なくとも１．０の透過
光学濃度（ＴＯＤ）を示す、上記１から１６までのいずれか１項に記載の多層カード。
１８．　前記第１の多層フィルムが、白色であり、好ましくは少なくとも８５の白色度を
示し、かつ／または前記第１の多層フィルムが、９２．００超のＬ＊値、－２．００から
－０．５０の範囲のａ＊値、および－４．００から－１．００の範囲のｂ＊値を示す、上
記１から１７までのいずれか１項に記載の多層カード。
１９．　前記二酸化チタンが、ルチル形二酸化チタンである、上記１から１８までのいず
れか１項に記載の多層カード。
２０．　前記ベース層中の二酸化チタンの量が、前記ポリエステル層の総質量に対して、
約１０～約１５質量％の範囲である、上記１から１９までのいずれか１項に記載の多層カ
ード。
２１．　前記二酸化チタン粒子が、有機コーティングによってコーティングされ、好まし
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くは前記有機コーティングが、シランを含まず、またはシランに由来せず、好ましくは前
記有機コーティングが、ポリシロキサンではない、またはポリシロキサンを含まない、上
記１から２０までのいずれか１項に記載の多層カード。
２２．　前記有機コーティングが、有機リン化合物である、上記２１に記載の多層カード
。
２３．　前記二酸化チタン粒子が、アルキルホスホン酸またはアルキルホスホン酸エステ
ルでコーティングされ、前記アルキルホスホン酸が、６～２２個の炭素原子を含む、上記
１から２２までのいずれか１項に記載の多層カード。
２４．　前記アルキルホスホン酸またはそのエステルが、式Ｐ（Ｒ）（＝Ｏ）（ＯＲ1）
（ＯＲ2）［式中、Ｒが、６～２２個の炭素原子を含むアルキル基またはシクロアルキル
基であり、Ｒ1およびＲ2がそれぞれ、水素、アルキル基、シクロアルキル基、アリール基
またはアラルキル基である］を有する、上記２３に記載の多層カード。
２５．　Ｒ1およびＲ2が、独立に、水素および最大１０個の炭素原子を含むヒドロカルビ
ル基から選択され、好ましくはＲ1およびＲ2が水素である、上記２４に記載の多層カード
。
２６．　前記アルキルホスホン酸のアルキル基またはＲが、６～１４個の炭素原子を含み
、直鎖状アルキル基である、上記２３、２４または２５に記載の多層カード。
２７．　前記アルキルホスホン酸またはそのエステルが、ｎ－オクチルホスホン酸および
そのエステル、ｎ－デシルホスホン酸およびそのエステル、２－エチルヘキシルホスホン
酸およびそのエステル、ならびにカンフィルホスホン酸およびそのエステルから選択され
る、上記２３、２４、２５または２６に記載の多層カード。
２８．　前記有機コーティングが、ポリマー有機コーティングである、上記２１に記載の
多層カード。
２９．　前記二酸化チタン粒子が、ポリマー多塩基酸またはその塩を含む分散剤の存在下
で、前記二酸化チタン粒子の等電点より高いｐＨ値（好ましくは７超、好ましくは９～１
１のｐＨ）で水中に二酸化チタン粒子を分散させて、変更された等電点を有する粒子を生
成し；分散体のｐＨを９未満だが前記粒子の変更された等電点より高い値に調整し；こう
して生成された分散体の存在下で、１種または複数のエチレン性不飽和モノマーを重合し
、前記二酸化チタン粒子を、重合したモノマーでコーティングすることによって得られる
、上記２８に記載の多層カード。
３０．　前記コーティングされた二酸化チタン粒子が、ポリマー多塩基酸またはその塩を
含む分散剤から形成されるコヒーレント内部コーティングと、１種または複数のエチレン
性不飽和モノマーの重合によって形成される外部コーティングとを含む、上記２１または
２９に記載の多層カード。
３１．　前記コーティングされた二酸化チタン粒子が、１種または複数のエチレン性不飽
和モノマーの重合によって形成されるポリマーコーティングを含み、ポリマー多塩基酸ま
たはその塩を含む分散剤が、重合中に前記ポリマーコーティング中に取り込まれる、上記
２１または２９に記載の多層カード。
３２．　前記ポリマー多塩基酸が、ポリスルホン酸、ポリホスホン酸およびポリカルボン
酸から選択され、好ましくはポリカルボン酸またはその塩から選択される、上記２９から
３１までのいずれか１項に記載の多層カード。
３３．　前記ポリマー多塩基酸が、塩の形態であり、前記酸が、部分的もしくは完全に中
和され、かつ／または前記塩が、アルカリ金属塩もしくはアンモニウム塩である、上記２
９から３２までのいずれか１項に記載の多層カード。
３４．　前記ポリマー多塩基酸が、リグノスルホネート、石油スルホネートおよびポリ（
４－スチレンスルホン酸ナトリウム）を含むポリ（スチレンスルホネート）から選択され
るポリスルホン酸から選択される、または前記ポリマー多塩基酸が、ポリマレイン酸、ポ
リアクリル酸、置換アクリル酸ポリマー、２－アクリルアミド、２－メチルプロパンスル
ホン酸を含むアクリル酸とスルホン酸誘導体のコポリマーを含むアクリルコポリマーから
選択される、上記３２または３３に記載の多層カード。
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３５．　分散剤の量が、前記二酸化チタン粒子の約０．０５～約５．０質量％、好ましく
は約０．１～約１．０質量％である、上記２９から３４までのいずれか１項に記載の多層
カード。
３６．　前記エチレン性不飽和モノマーが、水性溶媒中で重合可能であり、好ましくは生
成されたポリマーが、水中に不溶性であり、架橋剤によって架橋されていてもよい、上記
２９から３５までのいずれか１項に記載の多層カード。
３７．　前記エチレン性不飽和モノマーが、重合性不飽和基を含む脂肪族および芳香族化
合物から選択され、好ましくは前記重合性不飽和基が、不飽和カルボン酸および不飽和カ
ルボン酸エステルから選択される、上記２９から３６までのいずれか１項に記載の多層カ
ード。
３８．　前記エチレン性不飽和モノマーが、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、マ
レイン酸またはその無水物、フマル酸およびクロトン酸から選択される酸性モノマー、な
らびにメチルアクリレート、エチルアクリレート、メチルメタクリレート、ブチルアクリ
レートおよびエチルメタクリレートを含む前記酸性モノマーのエステルであり、好ましく
は前記エチレン性不飽和モノマーが、スチレン、ビニルトルエン、アルファメチルスチレ
ン、エチレン、酢酸ビニル、塩化ビニル、アクリロニトリル、およびフッ素化アルケン、
フッ素化エーテル、フッ素化アクリル酸およびメタクリル酸ならびにこれらのエステルな
らびにフッ素化複素環式化合物を含むフッ素化モノマーから選択され、好ましくは前記エ
チレン性不飽和モノマーが、不飽和カルボン酸および不飽和カルボン酸エステルから選択
され、好ましくはメチルアクリレート、エチルアクリレート、ブチルアクリレート、ブチ
ルメタクリレート、酢酸ビニルおよびビニルイソブチルエーテルから選択される、上記２
９から３７までのいずれか１項に記載の多層カード。
３９．　前記ポリマー有機コーティングが、好ましくは１種または複数の架橋剤の存在に
よって、架橋され、好ましくは、前記架橋剤が、二官能性および多官能性エチレン性不飽
和モノマーから選択され、好ましくはエチレングリコールジメタクリレート、エチレング
リコールジアクリレート、アリルメタクリレート、アリルアクリレート、１，３－ブタン
ジオールジアクリレート、ジビニルベンゼンおよび１，３－ブタンジオールジメタクリレ
ートから選択され、好ましくは、前記架橋剤の量が、前記エチレン性不飽和モノマーの総
質量に基づいて、約１質量％～約２０質量％、好ましくは約１質量％～約１０質量％であ
る、上記２９から３８までのいずれか１項に記載の多層カード。
４０．　前記有機コーティングが、前記二酸化チタンの約０．１～約２００質量％、好ま
しくは約０．１～約１００質量％、約０．５～約１００質量％、約２．０～約２０質量％
の量で存在する、上記２１から３９までのいずれか１項に記載の多層カード。
４１．　二酸化チタン粒子対有機コーティングの体積比が、体積によって１：１から１：
２５、好ましくは１：２から１：８である、上記２１から４０までのいずれか１項に記載
の多層カード。
４２．　有機コーティングによってコーティングされた前記被覆二酸化チタン粒子が、０
．１５～０．２５μｍの範囲の体積分布中央一次粒径を有する、上記２１から４１までの
いずれか１項に記載の多層カード。
４３．　前記二酸化チタン粒子が無機コーティングを有し、有機コーティングが存在する
場合には、前記無機コーティングを有する二酸化チタン粒子上に前記有機コーティングが
存在する、上記１から４２までのいずれか１項に記載の多層カード。
４４．　前記ポリエステルベース層（Ｂ）の厚さが、１００～３５０μｍの範囲であり、
前記第１および第２のヒートシール性の各層（Ａ１）および（Ａ２）の厚さが、約０．５
～約５０μｍの範囲であり、前記ポリエステルベース層（Ｂ）の厚さが、前記第１および
第２のヒートシール性の各層（Ａ１）および（Ａ２）の厚さより厚い、上記１から４３ま
でのいずれか１項に記載の多層カード。
４５．　前記第１の多層フィルムが、以下の特性：
（ｉ）少なくとも２５０％の、前記フィルムの縦および横方向それぞれにおける破断伸び
（ＥＴＢ）と、
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（ｉｉ）少なくとも５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも１０Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なく
とも１５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも２５Ｎ／ｃｍの、１００μｍの非被覆ＰＶＣオ
ーバーレイフィルムに対する剥離抵抗と
のうちの少なくとも１つ、好ましくは全てを示す、上記１から４４までのいずれか１項に
記載の多層カード。
４６．　前記第１の多層フィルムが、少なくとも５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも１０
Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも１５Ｎ／ｃｍ、好ましくは少なくとも２５Ｎ／ｃｍの、
１００μｍの非被覆ＰＶＣオーバーレイフィルムに対する剥離抵抗を示す、上記１から４
５までのいずれか１項に記載の多層カード。
４７．　前記ポリマーインレイ層の第２の表面上に配置される第２の多層フィルムをさら
に含み、層の順序が、第２のポリマーオーバーレイ層、第２の多層フィルム、ポリマーイ
ンレイ層、第１の多層フィルムおよび第１のポリマーオーバーレイ層であるように、前記
第２の多層フィルム上に配置された第２のポリマーオーバーレイ層をさらに含んでもよく
、前記第２の多層フィルムが、上記１から４６までのいずれか１項に記載の第１の多層フ
ィルムの規定によるフィルムであり、前記第１および第２の多層フィルムが、互いに同一
であっても異なっていてもよく、好ましくは前記第２の多層フィルムが、前記第１の多層
フィルムと同一であり、好ましくは前記第２のポリマーオーバーレイ層が、前記第１のポ
リマーオーバーレイ層と同一である、上記１から４６までのいずれか１項に記載の多層カ
ード。
４８．　前記ポリマーインレイ層と前記多層フィルムとの間に介在接着剤層が存在しない
、上記１から４７までのいずれか１項に記載の多層カード。
４９．　ポリマーオーバーレイ層と前記多層フィルムとの間に介在接着剤層が存在しない
、上記１から４８までのいずれか１項に記載の多層カード。
５０．　前記ポリマーインレイ層および前記ポリマーオーバーレイ層が、独立に、ポリエ
ステル、ポリカーボネート、ポリオレフィン、ＰＶＣ、ＡＢＳおよび紙から選択され、好
ましくはＰＶＣから選択される、上記１から４９までのいずれか１項に記載の多層カード
。
５１．　前記ポリマーオーバーレイ層が、光学的に透明である、上記１から５０までのい
ずれか１項に記載の多層カード。
５２．　前記多層カードが、２５０～８５０μｍの範囲の厚さを有する、上記４７から５
２までのいずれか１項に記載の多層カード。
５３．　（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含むポリエステルベース層（Ｂ）であって
、前記ベース層の総質量に対して約１～約３０質量％の量で二酸化チタンをさらに含むポ
リエステルベース層（Ｂ）と、
　（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性
コポリエステル層（Ａ１）と、
　（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２の
ヒートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含む多層フィルムであって、
前記第１および任意選択の第２のヒートシール性の各コポリエステル層のコポリエステル
（ＣＰA）が、独立に、脂肪族ジオールおよび脂環式ジオールならびに少なくとも１種の
芳香族ジカルボン酸に由来する非晶質コポリエステル（ＡＣＰA）から選択され、前記ポ
リエステルベース層（Ｂ）が、前記ベース層（Ｂ）の総質量に基づいて少なくとも約２０
質量％の量のコポリエステル（ＣＰB）をさらに含む、多層フィルム。
５４．　上記４もしくは５または上記４もしくは５に従属する上記７から４６までのいず
れか１項に従ってさらに規定される、上記５３に記載の多層フィルム。
５５．　（ｉ）結晶性ポリエステル（ＰB）を含むポリエステルベース層（Ｂ）であって
、前記ベース層の総質量に対して約１～約３０質量％の量で二酸化チタンをさらに含むポ
リエステルベース層（Ｂ）と、
　（ｉｉ）前記ポリエステルベース層の第１の表面上に配置された第１のヒートシール性
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コポリエステル層（Ａ１）と、
　（ｉｉｉ）任意選択で、前記ポリエステルベース層の第２の表面上に配置された第２の
ヒートシール性コポリエステル層（Ａ２）と
を含む多層フィルムであって、
前記第１および任意選択の第２のヒートシール性の各コポリエステル層のコポリエステル
（ＣＰA）が、独立に、第１の芳香族ジカルボン酸、第２の芳香族ジカルボン酸および脂
肪族グリコールからなる反復単位に由来するコポリエステル（Ｉ－ＣＰA）から選択され
、
前記多層フィルムが、２２５℃超、好ましくは２２７～２３５℃の範囲の温度でヒートセ
ットすることを含む方法によって得られる、多層フィルム。
５６．　上記７から４６までのいずれか１項に従ってさらに規定される、上記５５に記載
の多層フィルム。
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